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北九州市

北九州市では、平成２６年から、精神科病院、相談支援事業所、基幹相談支援セン
ター、精神保健福祉士協会、行政の関係者により構成された「精神障害者地域移行連
携協議会」を年に数回実施する等、精神障害者の地域移行の取り組みを実施している。
また、精神障害者の地域移行を推進するため、平成２６年から医療従事者、相談支

援事業者、福祉関係の行政職員等を対象に「精神障害者地域移行研修」を年2～３回
開催する等、人材育成やネットワークの構築を行っている。

精神科病院と相談支援事業所の

更なる連携を目指して

平成28年度 第２回 精神障害者の地域移行担当者等会議「事前課題」シート
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北九州市

北九州市

障害保健福祉圏域数 1カ所

市町村数（政令指定都市） 北九州市

人口（H２９年1月末） 955,４８２人

精神科病院の数（H26年度630調査） 18病院

精神科病床数（H26年度630調査） 4,190床

入院精神障害者数
（H27年3月末）

3か月未満：６４４人（18％）

３か月以上１年未満：６３８人（１７％）

１年以上：2,372人（６５％）

うち65歳未満：1,423人

うち65歳以上：９４９人

退院率（H2６年６３０調査）

入院後３か月時点：３６％

入院後６か月時点：６１％

入院後１年時点：７０％

相談支援事業所数（H27年3月
末）

基幹相談支援センター：１

一般相談事業所数：24

特定相談事業所数：62

障害福祉サービスの利用状況
（H27年3月）

地域移行支援サービス：24人

地域定着支援サービス：54人

保健所（H27年3月末） 1カ所

（自立支援）協議会の開催頻度（H
２７年）

６回／年

精神障害にも対応した地域包括ケ
アシステムの構築に向けた保健・
医療・福祉関係者による協議の場
の有無と数

都道府県 有・無 ○カ所

障害保健福祉圏域 有・無 １カ所

市町村 有・無 ７カ所

精神保健福祉審議会（H29年1月
末）

1回／年、委員数16人

基本情報

１１ 県又は政令市の基礎情報県又は政令市の基礎情報

取組内容

【人材育成の取り組み】

・「精神障害者地域移行研修」の開催

・「精神保健福祉基礎研修」の開催

・「ピアサポーター養成講座」の実施

・「指定相談支援事業等連絡会議」の開催

【精神障害者の地域移行の取り組み】

・「北九州市精神障害者地域移行連携協議会」の開催

・「北九州市精神保健医療福祉連絡会議」の開催

・「ピアサポーター活動」の実施

・「障害者地域生活支援研究会」の開催
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北九州市

①「精神障害者地域移行研修」の開催

22 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

・医療機関、相談支援事業所、行政機関の従事者を対象に開催
・医療機関や相談支援事業所のスタッフ、ピアサポーターによる長期
入院の精神障害者の地域移行に関する事例提供の実施
・多機関、多職種（精神保健福祉士、看護師、作業療法士、保健師等）
によるグループワークの実施

事例提供 グループワーク

取組
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22 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

北九州市

②精神科病院への地域移行に関するアンケート調査（20箇所）
取組

・精神科病院に対して「長期入院精神障害者の地域移行に向けた
アンケート」を実施（調査項目は「日本精神科病院協会」に沿うもの）

③研修の参加者への地域移行に関するアンケート調査

取組

・研修に参加した医療機関、相談支援事業所、行政機関に対して
地域移行に関するアンケート調査を実施

④リーフレット作成
取組

・精神障害者が地域で安心して生活するためのリーフレット（夜間・
休日に具合が悪くなった時のために）を作成
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北九州市

関係機関の役割

市町村ごとの保
健・医療・福祉
関係者による協
議の場

協議体の名称
設置根拠 自立支援協議会 定例支援会議

協議の内容
①個別支援会議の開催報告、②地域課題の確認、解決に向けた協議、③社会資源
の紹介と共有

協議の結果としての
成果

社会資源不足や障害種別等で共通して支障となる課題等に整理しながら1件ずつ
丁寧に解決に向けて協議
新たな社会資源の紹介等を行いながら参加者で共有

障害保健福祉
圏域ごとの保
健・医療・福祉
関係者による協
議の場

協議体の名称
設置根拠 北九州市精神保健医療福祉連絡会議

協議の内容 精神障害者の地域移行及びサポータの養成、活動等

協議の結果としての
成果 精神障害者に関する保健・医療・福祉各分野の関係者の連携・意見交換

都道府県ごとの
保健・医療・福
祉関係者による
協議の場

協議体の名称
設置根拠 なし

協議の内容

協議の結果としての
成果

３３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に取り組む市・圏域（例）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に取り組む市・圏域（例）
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４４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

【平成２０年度～】「北九州市精神保健医療福祉連絡会議」(年数回開催：相談支援事業所主催)
・構成：９名 精神科病院の医師、大学の学識経験者、障害者基幹相談支援センターの職員

相談支援事業所の職員、家族会のスタッフ、行政の精神保健担当職員
・内容：ピアサポーターの活動報告、情報提供、意見交換 等

【平成２１年度～】「ピアサポーター講演」(年数回開催：相談支援事業所主催)
・場所：精神科病院、大学、高齢者施設、看護専門学校、精神保健福祉研修会 等
・内容：長期入院後地域移行した精神障害者の体験談の話 等

平成２５年度「改正精神保健福祉法」成立

【平成２５年度】「改訂精神保健福祉法に関する業務従事者研修」（４名参加）
・研修参加者を中心に精神障害者の地域移行の「実行委員会」立ち上げ準備
・委員選定にあたって「北九州地区精神保健福祉士会」等、団体への働きかけ実施

【平成２６～２８年度】「北九州市精神障害者地域移行連携協議会」（年数回開催）
・構成：１１名 精神保健福祉士協会役員、精神科病院の精神保健福祉士、

障害者基幹相談支援センターの職員、相談支援事業所の職員、
障害福祉課・精神保健福祉センターの行政職員

・内容：精神障害者の地域移行の現状把握や取り組み検討、研修の企画 等
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１．医療従事者、相談支援専門員、行政職員等が一同に集う研修の開催している
２．研修の事例提供やグループワークによりスキルアップやネットワーク構築を図っている
３．研修にて当事者からの事例発表を行う等、ピアサポーターの活動を支援している

北九州市

特徴（強み）

５５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組における強みと課題精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組における強みと課題

１．地域移行研修において圏域全ての精神科病院からの参加があった
２．地域移行研修において作業療法士の参加者数が前年度に比して大幅に増加した
３．地域移行研修においてピアサポーターからの事例提供を行った

１．長期入院の精神障害者の地域移行が十分に進んでいない。
２．地域移行について精神科病院と相談支援事業所とのつながりが十分でない。
３．地域移行に関して精神科病院同士で情報を共有する機会が少ない。

課題

指標の推移 平成25年度 平成26年度 平成27年度

１年以上の精神科病院在院患者数 （各年6月30日現在） （人） 2,452 2,372 2,314

地域移行支援利用者数（各年度３月末月時点）（人） 20 24 40

ピアサポーターの養成者数※（実人数）（人）
※ピアサポーターの養成を目的とした取組を実施している場合

11 10 6

ピアサポーターの活動者数（実人数）（人） 12 10 8

平成２８年度の目標と達成状況の方向性（暫定評価）
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北九州市

時期（月） 実施内容（予定） 担当

H29・5～
H29・7～
H29・9～
H29・10～
H29・11～
H30・1～

第１回地域移行連携協議会の開催
第２回地域移行連携協議会の開催
第３回地域移行連携協議会の開催
第１回地域移行研修の開催
第２回地域移行研修の開催
第４回地域移行連携協議会の開催

精神保健福祉士
協会、精神科病院、

障害者基幹相談
支援センター、相談
支援事業所、障害
者支援課、精神保
健福祉センター

６６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
平成２９年度の取組スケジュール
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
平成２９年度の取組スケジュール

１．精神障害者地域移行連携協議会の開催
２．精神障害者地域移行研修の開催

平成２９年度の目標


